
 

 

 

 

 

2023年度 東京医科大学  
【 講 評 】 

大問構成は去年と同じであった。全体的に時間をかければ解ける問題が多かったため，時間が足りない受

験生が多かったであろう。三点交雑の問題や選択肢から 1 つずつ吟味しなければいけない問題などがあり，

第 3 問にどれだけ時間が残せたかがカギである。 

 

【 解 答 】 

第 1 問 

問 1 ④ 問 2 ② 問 3 ③ 問 4 ⑤ 問 5 ④ 問 6 ⑤  

 

第 2 問 

問 1 ③ 問 2 ② 問 3 17.1mg/分 問 4 1180mL/分 問 5 ②⑤ 

問 6 ① 問 7 ②⑥ 問 8 D：⑦ E：④ 問 9 ③ 問 10 ①⑤ 

 

第 3 問 

問 1 ③ 問 2 ⑤ 問 3 ②④ 問 4 ② 

問 5 ①④ 問 6 〔i〕⑩ 〔ii〕② 〔iii〕キ① ク⑥ 問 7 ③ 

 

【 解 説 】 

第 1 問 

問 1 ④ シラビソ，コメツガは常緑針葉樹である。落葉針葉樹はカラマツを押さえておきたい。 

問 2 ② アクチンフィラメントではなく，中間径フィラメントである。 

問 3 ③ 1 分子のピルビン酸の場合，3 分子の CO₂と 1 分子の ATP である。 

問 4 ⑤ 特定したい塩基配列は，5’-TCAGTCCGATCAAGT-3’である。 

問 5 ④ 裸子植物の胚乳の核相は n である。 

問 6 ⑤ 三点交雑の問題である。 

遺伝子座ウ・エ〔UE〕:〔Ue〕:〔uE〕:〔ue〕=1158：354：378：1110 24.4％ 

遺伝子座ウ・オ〔UO〕:〔Uo〕:〔uO〕:〔uo〕=1218：294：315：1173 20.3％ 

遺伝子座エ・オ〔EO〕:〔Eo〕:〔eO〕:〔eo〕=1374：162：159：1305   10.7％ 

よって，①②③は，正しい。 

④の選択肢は，二重乗換えを考慮しなければならない。 

よって，（45+54）×2/3000＝6.6％ 24.4％＋6.6％＝31.0％になるため正しい。 

⑤ 二重乗換えが生じたものは，6.6%である。二回乗換えが起こるため 2 倍する。 
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第 2 問 

問 1 ③  

「全身の血圧が低下したとき，ろ過量を一定に保つため」とあるので，全身の血圧が低下→ろ過量が減

少→一定に保つために，輸入細動脈は収縮せず，輸出細動脈が収縮する。 

問 2 ②  

原尿中には，29.6g あり再吸収量が 28.4g，排泄量が 3.6g なので，分泌量が 2.4g である。原尿中に含

まれるカリウムイオンの 3.6-2.4/29.6×100=4.05％となる。 

問 3 17.1mg/分 

原尿量は，尿量にイヌリン（再吸収されない物質）の濃縮率をかける。 

よって，1.2ml×125＝150ml である。原尿量に含まれる尿素は 150ml×0.25mg/ml＝37.5mg 

尿中の尿素量は，1.2ml×17.0 mg/ml＝20.4mg である。再吸収量は，37.5-20.4＝17.1mg 

問 4 1180mL/分 

尿中に含まれる PAH は，5.85mg/ml×1ml＝5.85mg になる。このうち 90％が排出されるので，全

PAH 量は 5.85mg×100/90＝6.5mg である。血しょう中濃度より，6.5mg÷0.01mg/ml＝650ml とな

り，血しょうは 55％であるので，650ml×100/55＝1181.2ml/分 

「必要ならば，一の位を四捨五入して答えよ。」とあるので，1180ml/分となる。 

問 5 ②⑤ 

②は，今回の問題から判断することができない。⑤は，血しょう中グルコース濃度が 200mg/100ml の

ときから排出されるようになる。 

問 6 ① 

②は，破壊する酵素が血液中に分泌されれば，糖質コルチコイドの量は減少するはずである。 

③は，コルチコイド系は細胞膜を通過することができる。④に関しても同様である。 

⑤は，「鉱質コルチコイドと同様の働きをする。」と書かれているので誤りである。 

問 7 ②⑥ 

①は，鉱質コルチコイドの分泌が抑制されているわけではない。③は，尿素については変わらない。

④と⑤は，アンギオテンシンⅡの働きである。 

問 8 D：⑦ E：④ 

魚類はシルル紀，両生類はデボン紀，爬虫類は石炭紀，哺乳類は三畳紀，鳥類はジュラ紀である。 

問 9 ③ 腎節を選べばよいので，③になる。 

問 10 ①⑤  

尿素の排出量が高いまま維持され，水の損失を防ぐ選択肢を選べば良い。 

 

  



 

 

第 3 問 

問 1 ③ 

縦軸と横軸の確認が必要である。縦軸は，生成物量。横軸は時間である。縦軸の最終生成物量を変え

るためには，基質量を変化させなければならない。また，傾きの変化は酵素量に依存する。 

問 2 ⑤ 

Vmaxは，全ての酵素が基質と結合した状態である。また，Kmの値が小さいほど酵素と基質の親和性が

高くなり，酵素反応曲線の傾きが大きくなる。 

問 3 ②④ 

競争的阻害とは，活性部位に基質と似た阻害物質が結合することでおきる。そのため，基質の量を多

くすればするほど，阻害物質と結合する確率は低下するので，阻害効果は減少する。 

問 4 ② 

競争的阻害の場合は，Vmaxは変化せず Kmは大きくなる。 

問 5 ①④ 

選択肢から考えると，①の「ほとんどのヒトが一本の染色体に 2 コピーの AMY2B をもつ」 

は，図 4 から AMY2B は 2 コピーであることがわかり，図 5 から AMY2B を 2 コピーもっているのは，

AH2B2 と AH4B2 でることもわかるが，頻度から不適切であることがわかる。 

④は図 5 の AH2 をみると，AMY2A が唯一ないことがわかる。そのため，図 4 の AMY2A のグラフの

横軸 0 をみると，ヨーロッパ系しかいないことがわかる。そのため，不適切である。 

問 6 〔i〕⑩ 〔ii〕② 〔iii〕キ① ク⑥ 

AH3 の d~e 領域と h~i 領域で染色体がずれて乗換えが生じることによって，AH1 と AH5 が生じる。

その結果ハプロタイプは，AMY2B-AMY2A-(AMY1A-AMY1B-AMYP1(2A))n-AMY1C となる。 

問 7 ③  

血液中のアミラーゼの量は，すい臓や唾液腺の異常などを調べるときに必要である。デンプンを多く

含む食事への適応の検証には貢献しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 
 


